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01
製品開発・アップデート方針
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intra-mart Accel Platformが目指すもの

intra-mart Accel Platformは、

企業のデジタル業務改革を実現するための機能強化

を実施しています。

業務の効率化をスピーディーに実現可能なエンター

プライズ・ローコードプラットフォームとして、全体最

適化されたシステムの開発・運用が可能なプラット

フォームを目指しています。

デジタル業務改革、もっと手軽に
エンタープライズ・ローコードプラットフォームで実現
Making digital business transformation easier by Enterprise Low-Code Platform
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製品開発・アップデート方針

1. 先進技術をローコードで活用

生成AIなどの先進技術を駆使したアプリケーション開

発を、スピーディーかつ手軽に実現するためのローコー

ド機能の強化を実施しています。

2. 小さなスタートから持続的な成長へ

部門単位の小規模のシステム開発から全社規模の開発ま

でをサポートした、DevOps機能の強化を実施しています。

開発体験の統一と開発生産性の向上を目指します。

3. 正確な業務把握から全体最適へ

業務プロセス改革を実現するためのプロセス可視化から

改善・実装に至るまでの、上流工程の要件定義を支援す

るBPM/ワークフロー機能を強化し、業務の全体最適化

と自動化を実現するための開発を実施しています。

4. システムを繋いで業務を効率化

既存システムや他製品・サービスとの柔軟な連携が可能

となるための機能強化を実施しています。

例えば、既存の基幹システムはそのままの運用で、intra-

martは基幹システムを拡張したシステムとして運用する、

などの柔軟なシステム開発の実現を目指します。
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２０２４ Autumnの機能強化方針

エンタープライズ・ローコードプラットフォームの実現へ

１．先進技術をローコードで活用

生成AI活用機能強化

２．小さなスタートから持続的な成長へ

DevOps/ローコード機能強化

４．システムを繋いで業務を効率化

生成AI連携サービスの追加

３．正確な業務把握から全体最適へ

BPM機能強化
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02
2024 Autumn

主要トピックス
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2024 Autumn 主要トピックス

生成AI活用機能の強化
•企業独自の業務データを活用した生成AIアプリケーションの開発が可能に

• SQL自動生成機能の追加

1

ローコード開発/DevOps機能強化
• Accel StudioのGit連携対象に「GitLab」と「backlog」を追加

• Accel Studioリソース管理対象にIM-Knowledgeを追加

2

BPMプロセス分析機能の追加
•プロセス分析機能を追加

• マルチタイムゾーンに対応

3
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2024 Autumn 主要トピックス

①生成AI活用機能の強化

企業独自のデータを生成AIで活用する仕組みを追加
企業独自の業務データを活用した生成AIの利用が可能になり、
データ利活用の高度化を実現しました。企業独自の状況や情報を
加味した、精度が高い回答を作成することが可能です。

連携可能な生成AIサービスの追加
「OpenAI」「Azure OpenAI」(2024 Spring)に加え、連携可能
な生成AIサービスに「Amazon Bedrock」を追加しました。

生成AI活用領域の拡大
業務システムの開発者及び利用者が生成AIを活用するための機能
を追加しました。開発者向けにはSQL自動生成機能及びチャット
ボット配置機能を追加し、利用者向けはチャットボットによる生成AI
からの回答により業務生産性の向上を支援します。
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2024 Autumn 主要トピックス

②ローコード開発/DevOps機能強化

開発アプリケーションの設計・運用情報を管理可能
Accel Studioリソース管理対象にIM-Knowledgeを追加し、開
発・運用中のローコード開発資材に関するマニュアルや設計資料を
intra-mart上で管理出来るようになりました。

連携可能なリポジトリサービスの追加
Accel StudioのGit連携対象に「GitLab」と「backlog」を追加
しました。アプリケーションをリモートリポジトリにアップロードして
おくことで、検証環境や本番環境など複数の環境にアプリケーション
をリリースするなどの運用が容易になります。
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2024 Autumn 主要トピックス

③BPM機能強化

プロセス分析機能の追加
IM-BPMにプロセス分析機能を追加し、BPMプロセスの実行状
況のモニタリングが可能になりました。業務管理者が必要となる
情報を可視化・分析可能です。

タイムゾーン・サマータイム対応
IM-BPMの各種表示・処理をマルチタイムゾーン・サマータイムに対
応しました。海外企業やユーザーの利便性が向上しました。
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03
生成AI活用機能



© 2024 NTT DATA INTRAMART Corporation 13

intra-martにおける生成AI活用の開発方向性

intra-martでは以下のような３段階のステップで生成AIを活用した各種機能追加を予定しています。

2024 Autumnのリリースでは、Step2、3の実現に向けた生成AI関連機能をリリースしました。

Step 1

システム上で生成AIを

利用できる段階

2024 Spring

Step 2

各開発機能に生成AIを

組み込み、開発生産性・

UXが向上した段階

Step 3

生成AIによる業務アシ

ストが標準的に行われ

る段階

2024 Autumn

生成AI 機能追加

IM-Copilotの提供
SQL自動生成機能
(ViewCreator)

IM-Knowledgeと
生成AIの連携
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生成AIの活用領域の拡大

生成AI 機能追加

Step3  システム利用者向けの機能強化Step2  システム開発者向けの機能強化

AIチャットボットを簡単に開発

Wikiアシスタント機能の追加（後述）

Wikiの情報を元にAIサービスが回答するチャットボット

を作成可能。チャットボットはIM-BloomMakerのエレメ

ントとして画面内に埋め込みが可能。

データ一覧やグラフの作成が容易に

ViewCreatorにSQL自動生成機能を追加（後述）

業務データの取得が自然言語（プロンプト）から可能になり、

AIが自動でSQLを生成。データベースやSQLの知識の習

得を軽減。

IM-Knowledge（社内ナレッジ機能）ViewCreator（表・グラフ作成機能）
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SQL自動生成

データベースからデータを取得して、業務データの一覧やデータ

分析用のグラフを表示する画面を作成

2024 Autumnにおける生成AI活用の具体例

生成AI 機能追加

チャットボット

社内マニュアル（ファイルやWikiなど）を元に回答を生成する

チャットボットアプリケーションを作成

「休暇申請方法を教えて
ください」
とチャットボットに入力

就業規定

申請

マニュアル

「ワークフロー」メニュー
の「申請一覧」を選択し、
「休暇申請」から…

質問 回答

• IM-Copilotは常に最新情報を参照して回答を生成

（扱うデータに関する初期設定をしておくのみ）

• 各種手続き方法や業務に関する社内問い合わせを効率

化し、システム利用者の負担を軽減

ポイント/メリット

「取引先とその売上金額
を取得するSQLを作成し
てください」と開発画面
に入力

取引先

テーブル SELECT
c.client_cd, a.amount

FROM
client c,amount_list a

INNER JOIN
....

質問 回答

売上

テーブル

• 業務データの構造（テーブル名やカラム名など）は自動で

IM-Copilotが学習

• 開発者はデータ構造理解とSQL知識の習得にかかる負

担を軽減

ポイント/メリット

システム利用者の生成AI活用システム開発者の生成AI活用
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生成AIが業務データを活用できる利点

生成AI 機能追加

2024 Autumn2024 Spring

生成AIサービスが提供する言語モデル自体
が学習したデータをもとに回答を生成

企業特有の状況にそぐわない
回答が作成される場合がある

生成AIが企業独自の業務データを参照した回答
を作成することが可能

企業独自の状況や情報を加味した、精度が高い
回答を作成することが可能

質問

回答

質問+データ

回答

業務データ

質問

企業独自の業務データの利活用

生成AIが最新の業務データを参照し、高い精度の回答を生成することが可能になりました。
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ViewCreator SQL Builder AIアシスタント

生成AI 機能追加

独自のデータを事前に学習させてデータベースに保存し、そのデー
タをもとに文章からSQLを自動で生成するAIアシスタント機能で
す。業務データを元にしたデータ一覧画面やグラフを簡単に作成可
能になります。

1. 取得したいデータの
内容を入力

2. 独自データを参照して
生成AIがSQL文を生成

開発者向け生成AI関連機能の追加

SQL自動生成機能でデータ一覧やグラフなどが簡単に作成可能になり、開発生産性が向上します。
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業務データ一覧やグラフ作成の流れ

SQL自動生成機能を用いたデータ一覧やグラフの作成の流れ

自然言語(プロンプト）から、生成AIが自社のデータ構造に合わせたSQLを自動生成します。

データ一覧・グラフ作成機能（ViewCreator)で抽出されたデータで一覧画面やグラフを作成します。

業務データ

SQLを
自動作成

データの
抽出・整理

先月のAプロダクトの
生産数と在庫数を日別
で見たい

自然言語（プロンプト)を入力

AI

生成AI 機能追加
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生成AI 機能追加

システム利用者向け生成AI関連機能の追加

IM-Wikiのデータを活用したWikiアシスタント機能を提供し、業務効率化を支援します。

Wikiアシスタント機能
ユーザーの質問に対して、IM-Wikiのデータ（添付ファイルも含む）をもとにAIサービスが
回答する機能です。チャットボットをIM-BloomMakerの開発画面で組み込むことで利用
可能です。企業内の問い合わせにかかる負担を軽減し、業務効率化を支援します。

※Wikiの権限設定を考慮した上で回答を作成します

3. チャットボット
（アシスタント機能） がWiki
ページのデータを元に回答

2. IM-Copilotが、業務マ
ニュアルや社内ルールなどが
記載されたWikiからデータ

を自動で収集

１．ローコード開発画面（IM-

BloomMaker）上でチャット
ボットを配置
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生成AI 機能追加

Azure OpenAI

Amazon Bedrock

2024 Spring から利用可能 2024 Autumn から利用可能

Amazon Bedrockとは
Amazon Web Services（AWS）が提供するフルマネージドのAIサービ
スです。Amazon Bedrockを利用して、テキスト生成、画像生成、チャット
ボットなどさまざまなAIサービスを作成できます。

Amazon Bedrockの特徴

複数のAI企業が開発した高性能な基盤モデルを、単一のAPIで利用できます。選択した基盤モデルは自社の
独自データを利用してカスタマイズ可能です。AWSの各サービスとの連携も容易です。

連携可能な生成AIサービスに「Amazon Bedrock」を追加
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生成AI サーバ要件

サポート対象のベクトルデータベース

RAG機能とは
RAG（Retrieval Augmented Generation：検索拡張生成）とは、
「検索機能」と「生成AI」を組み合わせた技術です。
「SQL自動生成機能」及び「Wikiアシスタント機能」はRAG機能に相当します。

Apache Solr 9.6 (*1)

(*1)2024 Spring以前でApache Solrをご利用の場合(IM-ContentsSearchの全文検索機能)、バージョンアップが必要になります。
(*2)すでにPostgreSQLをご利用の場合、エクステンションの追加が必要になります。

pgvector (*2)

ベクトルデータベースをサポート対象に追加

IM-CopilotでRAG機能を利用する場合、ベクトルデータベースの追加が必要となります。

ベクトルデータベースとは
生成AIが扱う非構造化データ（テキスト、画像、音声など）の格納・管理・照会で利
用されるデータベースで、企業が自社データを活用した生成AIアプリケーションを
開発する際に必須となります。
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04
ローコード開発/DevOps機能
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intra-mart Accel PlatformにおけるDevOps

intra-martのローコード開発は一般的なローコード開発と異なり、

大規模システムの開発・運用に対応可能な各種DevOps機能を搭載しております。

誰でもデプロイ

オンライン適用

アーカイブ

誰
で
も
・確
実
に
本
番

適
用
で
き
る
仕
組
み

バージョン差分

権限管理

リポジトリ連携

繰
り
返
し
開
発
に

強
い
構
成
管
理

Ｗ
ｅ
ｂ
ベ
ー
ス
の

ビ
ジ
ュ
ア
ル
開
発

データリポジトリ

API/サービス管理

プロセス連携

生
産
性
を
高
め
る

コ
ン
テ
ン
ツ
管
理

デバッグ

レビュー管理 テストドライバ

設計書出力

品質を高めるテスト支援・脱ブラックボックス化

ログ管理

インフラ管理

セキュリティ

アカウント管理

アプリ開発者でも運用できる運用支援

Dev Ops

設計

テスト

開発 本番適用

リリース

構成管理

モニタリング

テンプレート

AIによる開発支援

繰り返し開発

コンポーネント

提供 提供予定

２０２４ Autumn 強化ポイント

Accel Studio 機能追加
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ローコード開発・DevOps機能強化

Accel Studioの機能を更に強化し、開発者が柔軟に開発環境を構築可能になり、

またシステム開発、運用のサイクルを回す上で便利な機能を利用できるようになりました。

Accel Studio 機能追加

業務設計者 / 

ビジネスアナリスト
UI/UX
デザイナー

開発エンジニア / 

モジュール設計者
運用管理者 / 

システム利用者

Accel Studio

Git連携対象に「GitLab」と「backlog」を追加

► リポジトリ連携可能なサービスが拡大しました

Accel Studio Wikiコンテンツ追加

► 関連資材、コンテンツを一元的管理できるようになりました

対象アクター

２０２４ Autumnでは主に以下のローコード開発/DevOps機能強化を行いました。
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Accel Studio 機能追加

お客様からのご要望

Gitホスティングツールの追加

セキュリティの観点から、2024 Springから利用可能になったGitHub以外のローカ
ルリポジトリを運用したい。

Gitホスティングサービスとして「GitLab」と「backlog」を追加し
ました。
これによりローカルリポジトリでのローコード資材管理が可能にな
りました。

連携可能なリポジトリサービスの追加

Accel StudioのGit連携対象に「GitLab」と「backlog」を追加しました。

これにより、リポジトリのローカル運用が可能になりました。
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Accel Studio 機能追加

• 画面開発資材

• 業務処理開発資材

• データ管理資材

資材管理コスト削減

＆

アプリケーション資材 開発関連情報

アプリケーション資材と関連コンテ

ンツを一元で管理できるようにな

りました。

これによって、繰り返し開発を行う

場合の資材管理がより便利になり、

DevOps機能が向上しました。

• マニュアル

• 設計書

• 試験チェックリスト

アプリケーション関連コンテンツのさらなる活用も促進

2024 Autumn以降の環境では、IM-Knowledgeで管理されたアプリケーション関連コンテンツを生成AIが活用し、開発や

試験時に生成AIのアシスタント機能を利用しながら作業を進めることも可能です。

Accel Studioでマニュアルや設計資料を管理

アプリケーション関連情報（ユーザー向けマニュアルや開発設計書など）の管理がしやすくなりました。



© 2024 NTT DATA INTRAMART Corporation 27

Accel Studioでマニュアルや設計資料を管理するメリット

Accel Studio 機能追加

システム開発者向けのメリット

設計情報や運用方法などを一元管理

開発中または運用中のアプリケーションに関する情報がAccel 

Studio上のアプリケーションと関連付けされており、これまでファ

イルサーバーや共有フォルダなどに個別で管理されていた設計

書や運用手順書などをAccel Studio上で管理可能になりました。

開発中のアプリケーションの設
計書やファイルが別のサーバー
で管理されていて複雑な管理
方法になっている…

Before After

• リソース管理対象に「IM-Knowledge」が追加されたこ

とで、開発情報を管理できるようになった

ポイント/メリット

開発ドキュメントが開発画面か
ら辿れるようになり、すぐに開
発情報を参照できて開発効率
が向上した！

開発中/運用中のAccel Studio
アプリケーション

IM-Knowledge内のアプリケーション
の設計情報やユーザー向けマニュアル

連携

設計情報やユーザー向けマニュアルを参照した
Wikiアシスタント（チャットボット）を配置し、生成
AIを活用した検索も簡単に実現

質問例
「〇〇項目に何を入力したらいいか教え
てほしい。」
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その他アップデート内容
その他に2024 Autumnバージョンで行われたアップデートの概要は以下の通りです。

ローコードツール 機能追加 / 改善

• アプリケーション作成画面のエンティティ作成のUXを改善しました。

• アプリケーション作成時に列挙を新規作成可能にしました。

• 定数定義のインポート・エクスポート機能を提供しました。

• コンテンツ種別「imds」を改善しました。

• エレメント「マークダウン」を追加しました。

• 入力規則エラーメッセージの表示内容をカスタマイズ可能にしました。

• コンテンツなどをカテゴリ間で移動した際に、最終更新日を更新しないように改善しました。

• エレメント「コンテナページ埋め込み」に、指定したページ名を表示するよう改善しました。

Accel Studio

IM-BloomMaker

アップデート内容の詳細は要件情報公開サイトをご確認ください。

https://issue.intra-mart.jp/

https://issue.intra-mart.jp/
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05
BPM機能
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新規機能の提供と、既存システムの機能改善

プロセス分析機能を追加し、利用者が業務中でプロセスの分析、意思決定をしやすくなり、

タイムゾーン対応をすることでIM-BPMがグローバルでさらに利用しやすくなりました。

IM-BPM 機能追加

２０２４ Autumnでは主に以下の機能強化、改善を行いました。

業務設計者 / 

ビジネスアナリスト
UI/UX
デザイナー

開発エンジニア / 

モジュール設計者
運用管理者 / 

システム利用者

IM-BPM

プロセス分析機能を追加

► プロセス実行状況が可視化できるようになりました

マルチタイムゾーンに対応

► グローバル案件や企業でIM-BPMを利用しやすくなりました

対象アクター

2024 Autumnからタスクの差配管理やプロセスモニタリングが可能なユーザーを想定とした

「IM-BPMプロセス運用管理者ロール」を追加しました。
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プロセス分析機能

BPMプロセスの実行状況を視覚化した「プロセスモニターグラフ」を表示可
能にする機能です。業務管理者が、プロセス実行状況のデータを把握したメ
トリクス管理(※)が可能になります。

(※)メトリクス管理 ： 客観的な数値やデータを駆使してプロジェクトの進捗
を正確に把握する管理手法のこと

プロセスモニターグラフの例

IM-BPM 機能追加

標準で提供するグラフを、プロセス実行状況のデータを取
得するREST APIとViewCreatorの資材を組み合わせ
てカスタマイズすることで、業務プロセスごとのニーズに
合わせたデータを表示可能なグラフを作成することが可
能です。

• 開始プロセス数（年）
• 開始プロセス数（過去30日）
• 完了プロセス数（年）
• 完了プロセス数（過去30日）
• プロセス平均処理時間（年）
• プロセス平均処理時間（過去30日）

標準提供のプロセスモニターグラフ

プロセス分析機能の追加

プロセス分析機能を追加し、BPMプロセスの実行状況のモニタリングが可能になりました。
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プロセス分析の具体例

提供する資材をカスタマイズすることで、ビジネスのKPIとなるようなデータ項目(プロセスインスタンス変数)を

モニタリングすることが可能です。

IM-BPM 機能追加

(例１)月別の業務量の可視化

プロセスの平均処理時間に重ねて、業務量（タスク
処理数など）を組み合わせて生産性を把握できる
ようにする。

分析データ例

(例2) KPI(※)などの経営指標の可視化

KPIとなる受注金額や売上見込み額などを部署ごとに
積み上げで表示する。
※KPI（Key Performance Indicator 重要業績評価指標）
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開発サンプルの提供

プロセス実施状況の一覧を表示する画面をIM-BloomMakerのサンプルとして提供します。詳細はIM-BPM 

チュートリアルガイドをご確認ください。

IM-BPM 機能追加

プロセス実施状況一覧画面（サンプル）
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プロセス分析アプリケーションの実装例

2024 Autumnで提供する開発サンプル（プロセス実施状況一覧画面）とプロセスモニターグラフを活用した

プロセス分析アプリケーションを実装して、業務状況モニタリング・データの可視化が実現可能です。

IM-BPM 機能追加

プロセス実施状況一覧（サンプル）

標準提供のプロセスモニターグラフ

プロセスデータ取得API

ローコード開発でのプロセス分析アプリケーションの実装例

プロセス分析アプリケーション

ローコード開発で迅速に業務改善状況の可視化、
経営指標の可視化を実現できます。
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IM-BPM 機能改善

マルチタイムゾーン対応による変化

• Accel Platformの全体仕様に合わせた機

能を提供

• ユーザータイムゾーンに合わせた表示

• 日付表示フォーマットのグローバル対応

• タイムゾーン、サマータイムに対応

• マルチタイムゾーン下での開発ガイドを提供

ユーザタイムゾーンや日付表記フォーマットが

グローバル対応していない

これまで これから

グローバル案件や企業で

利用する際の障壁となる

5/27/20242024/5/27

？JST EST JST EST

タイムゾーン・サマータイム対応

IM-BPMの各種表示・処理をマルチタイムゾーン・サマータイムに対応しました。海外企業やユーザーの利便性
が向上しました。



© 2024 NTT DATA INTRAMART Corporation 36

06
その他のアップデート
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その他のアップデート内容

その他に、2024 Autumnバージョンで行われたアップデートの概要は以下の通りです。

機能全般 改善 / 提供

• 運用管理者がワークフローの定義を作成する際に、権限を付与する管理グループを選択できるようにしました。

• フロー定義を作成する際に、フローグループを選択できるようにしました。

• IM-Workflow側で個別に設定が必要な項目をIM-BISのフロー編集から設定可能にしました。

OAuth認証機能IM-Workflow

• グラフ集計でApache EChartsに対応しました。

OAuth認証機能ViewCreator

• チャットタスクでAIサービスに情報を伝達する手段としてテキストだけでなく、画像情報を送信できるようにしました。

OAuth認証機能IM-LogicDesigner
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その他のアナウンス事項

機能全般 告知

Accel Platform/Accel-Mart Plus では、PDF出力機能を実現するために wkhtmltopdf ツールを使用し

ておりますが、wkhtmltopdf は 2023年1月 にアーカイブされたため、サポートを終了いたします。

そのため、今後も wkhtmltopdf を利用される場合、予期せぬ問題が発生する可能性があります。

イントラマートとしての対応方針

• 製品標準機能で wkhtmltopdf を利用している箇所は、ブラウザ印刷を利用した代替機能を提供しています

• お客様独自の画面ではブラウザ印刷を利用するか、IM-PDFAutoConverter の新機能をご利用ください

OAuth認証機能ｗｋｈｔｍｌtoｐｄｆ関連

FAQを用意しておりますので、詳細情報は下記をご覧ください。

【FAQ】wkhtmltopdfをご利用のお客様、HTML画面のPDF出力をご検討のお客様へのご案内

https://product.intra-mart.support/hc/ja/articles/36748979822873

https://product.intra-mart.support/hc/ja/articles/36748979822873
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07
Appendix
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システム要件のアップデート

システム要件 アップデート

〔サポート対象追加〕

• Oracle Database 23ai （※1）

〔サポート対象削除〕

• Red Hat Enterprise Linux 7

• Microsoft SQL Server 2014

〔バージョン更新〕

• Apache Solr 9.6.0

〔新規追加〕

• pgvector （※２）

• Apache Solr 9.6 （※３）

サーバ要件 クライアント要件

〔バージョン更新〕

• Google Chrome 128 

• Microsoft Edge 12８

※１： intra-mart Accel Documentsにつきましては
OracleDatabase 23aiは利用できません。
※2：2024 Spring以前でApache Solrをご利用中の場合はバージョンアップ(8→9)
が必要です。
※3：すでにPostgreSQLをご利用中の場合、エクステンション追加が必要です。
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システム要件 サーバ要件

IM-CopilotでRAG機能（2024 Autumn時点ではSQL自動生成やWikiアシスタント機能が該
当します。）を利用する場合、ベクトルデータベースの追加が必要となります。
サポート対象は下記の2製品です。

Apache Solr 9.6 (*1)

(*1)2024Spring以前でSolrをご利用の場合(IM-ContentsSearchご利用者)、バージョンアッ
プが必要になります(8→9)。
(*2)すでにPostgresをご利用の場合、エクステンションの追加が必要になります。

pgvector(*2)

生成AI連携機能（IM-Copilot）を利用する場合の注意事項
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2024 Autumnで連携可能な生成AIサービス・利用条件

• OpenAI

• Azure OpenAI

• Amazon Bedrock

連携可能な生成AIサービス 利用条件

対象バージョン

• intra-mart Accel Platform 2024 Spring
以上のバージョン（※１）

対象エディション

• 【CSL】アドバンスエディション

• 【CSL】プロフェッショナルエディション

提供方法

• IM-LogicDesigner部品

• スクリプト開発モデル向けAPI

• JavaEE開発モデル向けAPI

システム要件 利用条件

1：「Amazon Bedrock」を利用する場合は、 intra-mart Accel Platform 2024 Autumn以降のバージョンで環境を作成する必要があります。
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その他の提供内容

その他 新規公開

intra-mart Accel Platformに対応するのミドルウェア製品について、今後三か年でどのような対応をしていく

か整理した「ミドルウェア対応ロードマップ（2024Spring-2026Autumn）」を公開しました。

資料は弊社コミュニティサイトのicoNEO上からご確認いただけます。

https://iconeo.intra-mart.jp/imart/knowledge/contents/wiki/partner/製品・サービス資料

「ミドルウェア対応ロードマップ（2024Spring-2026Autumn）」公開

https://iconeo.intra-mart.jp/imart/knowledge/contents/wiki/partner/%E8%A3%BD%E5%93%81%E3%83%BB%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%93%E3%82%B9%E8%B3%87%E6%96%99
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2024 Autumn でアップデート対象製品

以下の製品は、2024 Autumnでアップデートが実施されます。

OEM アップデート

• intra-mart Accel Archiver

• IM-PDFAutoConverter

• IM-PDFCoordinator

• IM-PDFDesigner/Designer Fullpack

• IM-PDFDirectPrint

• IM-PDFTimeStamper

• intra-mart Accel Collaboration アンケート

• intra-mart Accel GroupMail

• intra-mart Accel Kaiden!

下記製品は、2024 Autumnでアップデート内容はありません。

アップデート対象のOEM製品

アップデート対象外のOEM製品
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OEM 販売終了

• intra-mart Accel Collaboration 電子会議室

販売終了に伴う注意点

• 製品ドキュメントも販売終了にあわせた内容に更新を予定しています。

• アップデートリリースを行わない製品についても、Juggling上でアプリケーションを選択することができます。

• 販売を終了する製品については、Juggling上でアプリケーションを選択できないようになります。

アップデート内容の詳細は要件情報公開サイト

をご確認ください。

https://issue.intra-mart.jp/

販売を終了する製品

https://issue.intra-mart.jp/
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要件情報公開サイトについて

本資料は要件情報公開サイトに記載されている内容のうち、主要なアップ

デートについて記載しています。

本資料に記載のないアップデート情報、各アップデート内容の詳細を確認

したい場合は、要件情報公開サイトを併せてご利用ください。

• https://issue.intra-mart.jp/projects/iap 

• https://issue.intra-mart.jp/projects/iac 

• https://issue.intra-mart.jp/projects/bpm機能・製品ごとに検索できます

カテゴリによる検索

チケット番号
による検索

Appendix 要件情報公開サイト

intra-mart要件情報公開サイト
https://issue.intra-mart.jp/

https://issue.intra-mart.jp/
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要件情報公開サイト： 2024 Autumn 対応要件へのリンク-1

製品・機能 対応要件一覧URL

intra-mart Accel Platform https://issue.intra-mart.jp/projects/iap/issues?query_id=1015

Accel Studio https://issue.intra-mart.jp/projects/accelstudio/issues?query_id=1016

IM-BIS https://issue.intra-mart.jp/projects/bis/issues?query_id=1005

IM-BloomMaker https://issue.intra-mart.jp/projects/bloommaker/issues?query_id=1006

IM-BPM https://issue.intra-mart.jp/projects/bpm/issues?query_id=1017

IM-FormaDesigner https://issue.intra-mart.jp/projects/forma/issues?query_id=1007

IM-PDFAutoConverter https://issue.intra-mart.jp/projects/pdfconv/issues?query_id=1008

IM-PDFCoordinator https://issue.intra-mart.jp/projects/pdfcrd/issues?query_id=1009

IM-PDFDesigner https://issue.intra-mart.jp/projects/pdfdes/issues?query_id=1010

IM-PDFDirectPrint https://issue.intra-mart.jp/projects/pdfdp/issues?query_id=1011

IM-PDFTimeStamper https://issue.intra-mart.jp/projects/pdfts/issues?query_id=1012

Appendix 要件情報公開サイト

https://issue.intra-mart.jp/projects/iap/issues?query_id=1015
https://issue.intra-mart.jp/projects/accelstudio/issues?query_id=1016
https://issue.intra-mart.jp/projects/bis/issues?query_id=1005
https://issue.intra-mart.jp/projects/bloommaker/issues?query_id=1006
https://issue.intra-mart.jp/projects/bpm/issues?query_id=1017
https://issue.intra-mart.jp/projects/forma/issues?query_id=1007
https://issue.intra-mart.jp/projects/pdfconv/issues?query_id=1008
https://issue.intra-mart.jp/projects/pdfcrd/issues?query_id=1009
https://issue.intra-mart.jp/projects/pdfdes/issues?query_id=1010
https://issue.intra-mart.jp/projects/pdfdp/issues?query_id=1011
https://issue.intra-mart.jp/projects/pdfts/issues?query_id=1012
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要件情報公開サイト： 2024 Autumn 対応要件へのリンク-2

製品・機能 対応要件一覧URL

IM-RPA https://issue.intra-mart.jp/projects/rpa/issues?query_id=1019

intra-mart Accel Collaboration https://issue.intra-mart.jp/projects/iac/issues?query_id=1020

intra-mart Accel Archiver https://issue.intra-mart.jp/projects/iaa/issues?query_id=1013

intra-mart Accel Documents https://issue.intra-mart.jp/projects/iad/issues?query_id=1014

IM-Spreadsheet https://issue.intra-mart.jp/projects/spreadsheet/issues?query_id=1024

e Builder https://issue.intra-mart.jp/projects/ebuilder/issues?query_id=1018

Appendix 要件情報公開サイト

https://issue.intra-mart.jp/projects/rpa/issues?query_id=1019
https://issue.intra-mart.jp/projects/iac/issues?query_id=1020
https://issue.intra-mart.jp/projects/iaa/issues?query_id=1013
https://issue.intra-mart.jp/projects/iad/issues?query_id=1014
https://issue.intra-mart.jp/projects/spreadsheet/issues?query_id=1024
https://issue.intra-mart.jp/projects/ebuilder/issues?query_id=1018
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ご質問等ございましたら、下記へお問い合わせください。

お問い合わせ

• 当資料は、アップデートの主要トピックスに限定した説明資料です。

アップデートに関する情報は、要件情報公開サイトをご参照下さい。

► https://issue.intra-mart.jp/

• システム要件や制限事項につきましては、各製品のリリースノートを

必ずご確認下さい。

► https://www.intra-mart.jp/document/library/

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ・イントラマート

セールス＆マーケティング本部

Eメール： contact@intra-mart.jp

webフォーム： https://www.intra-mart.jp/inquiry.html

https://issue.intra-mart.jp/
https://www.intra-mart.jp/document/library/
mailto:contact@intra-mart.jp
https://www.intra-mart.jp/inquiry.html
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